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【研究主題】
「主体的・対話的で深い学びの実現による

確かな学力の育成」
～ＩＣＴの効果的な活用による授業改善を通して～

令和３年度・令和４年度 芦北町教育委員会指定



「主体的・対話的で深い学びの
実現による確かな学力の育成」

～ＩＣＴの効果的な活用による授業改善を通して～

１ 研究主題について



２ 主題設定の理由①(今日的課題)

・GIGAスクール構想に
基づいたICTの整備

・「熊本の学び推進プラン」
に基づいた教育の推進



２ 主題設定の理由②(学校教育目標との関連)

学校教育目標
「夢実現
潤いと輝きにあふれる学校」



２ 研究の仮説

授業において、効果的にICTを活用し、
基礎的・基本的な知識及び技能の習得や
それらを活用しての課題解決学習を意図
的に仕組めば、生徒の思考力・判断力・
表現力が高まり、主体的・対話的で深い
学びにつながるであろう。



夢実現 潤いと輝きにあふれる学校
学校教育目標

「自主・誠実・躍進」の校訓を体現した生徒の育成
〇豊かな感性を持ち、自主的に行動する生徒（自主） 〇礼儀正しく、誠実で責任を果たす生徒（誠実）

〇夢、目標を持ち、実現に向かって躍進する生徒（躍進）

めざす生徒像

研究主題

研究内容

主体的・対話的で深い学びの実現による確かな学力の育成～ICTの効果的な活用による授業改善を通して～

ICT教育推進部会
ICTメディアリテラシーの育成について，３年間の発達を考えながら系統的な実践

の研究を行う。また，生徒のICT活用能力の育成についての研究も行う。

確かな学力

基礎的・基本的な知識及び技能の定着

意図的な課題解決学習

思考力・判断力・表現力の向上

ICT活用能力の育成

系統的なメディアリテラシー学習

授業研究部会
授業でのICTの効果的な活用についての研究を推進する。生徒に確かな学力を

身に付けさせるために，基礎・基本の習得に関する研究や課題解決学習に関す
る研究を行う。

提言書１の重点項目

必要最低習得すべき事項を，授業中に確実
に指導し，定着を図る。

主体的・対話的で深い学び

学 級 の 支 持 的 風 土 づ く り

提言書２の重点項目

ICTの効果的な活用場面について整理し，
目的を明確にした授業を行う。



３ 研究について

確かな学力の育成

授業研究部会
授業でのICTの
効果的な活用

ICT教育推進部会
ICTメディアリテ
ラシーの育成



４ 研究の実際①

授業研究部会の取組
各教科におけるICT活用例



４ 研究の実際① 授業研究部会の取組

音楽





４ 研究の実際① 授業研究部会の取組

音楽





４ 研究の実際① 授業研究部会の取組
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４ 研究の実際① 授業研究部会の取組





４ 研究の実際① 授業研究部会の取組





４ 研究の実際① 授業研究部会の取組





ICTの効果的な活用について

自分の動きを客観的に見ることができる
自分の発表を見たり、友だちの表現を参考にする
グループでの学習内容を集約し、提示
他の班の発表内容を参考にして自分の言葉でまとめる
問題に対する予想を共有し、比較する
動画を撮影し、技術の向上と課題解決学習に取り組む



４ 研究の実際②

ICT教育推進部会の取組
ICTメディアリテラシーの育成

など









５ 成果と課題



５ 成果と課題



５ 成果と課題

【課題】確かな学力を育むた
めの効果的なICT機器の活用場
面の精選



５ 本日の公開授業について



５ 本日の公開授業１ １年美術

１年１組 美術
「生命力を感じて」（表現・彫刻）

今﨑晃庸 教諭 ３階美術室

授業のポイント
・タブレットを活用して、撮影した画像に描き込み、見通しを持たせる。
・描き込んだ画像を比較・交流し、よりよい表現を目指す。



５ 本日の公開授業２ 理科

３年１組 理科
「酸・アルカリとイオン」

甲斐大樹 教諭 ２階第１理科室

授業のポイント
・実験結果を撮影することで、時間経過による変化をより分かりやすく
した。

・アンケート機能を活用して、生徒の学習意欲を高める。



学力向上を図るための、ICT
の効果的な活用とは?


